
風
力
発
電
と
地
域
振
興

　
本
町
で
は
平
成
12
年
以
来
２
回

目
の
開
催
と
な
っ
た
全
国
風
サ

ミ
ッ
ト
は
、
町
内
の
小
学
校
１
、

２
年
生
44
人
が
奏
で
る
バ
イ
オ
リ

ン
演
奏｢

き
ら
き
ら
星｣

で
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　
鈴
木
町
長
は｢

地
域
経
済
の
活

性
化
と
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

構
築
に
向
け
、
サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー

マ
を
『
風
力
発
電
の
可
能
性
と
未

来
』
と
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
が
、

風
力
発
電
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ

な
が
る
も
の
と
確
信
し
ま
す｣

と

挨
拶
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

上外川の風力発電施設を視察する参加者

大会宣言を読み上げる觸澤副町長㊧と拍手を送る参加者

固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ

Ｉ
Ｔ
）
の
見
直
し

風
力
発
電
の
さ
ま
ざ
ま
な

方
向
性

こ
れ
か
ら
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
地
域

●
モ
デ
レ
ー
タ
ー
　

　
牛う

し
や
ま山

　
　
泉い

ず
み

（
学
校
法
人
足
利
大
学
名
誉
教
授
）

●
パ
ネ
ラ
ー
　

　
能の

う
む
ら村

　
幸こ

う
き輝

（
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長
）

　
三み

ほ

や
保
谷
　
明あ

き
ら

（
一
般
社
団
法
人
日
本
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
会
長
）

　
四し

の
へ戸

　
　
聡さ

と
し

（
岩
手
日
報
社
論
説
委
員
長
）

　
鈴
木
　
重
男
（
葛
巻
町
長
）

牛
山　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固（
※
）定

価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

能
村　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
、
導
入
後
10
年

を
経
過
し
、
よ
り
地
域
に
貢
献
し
、

経
済
循
環
を
生
み
出
す
も
の
と
し

て
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
と
し
て
あ
ら

ゆ
る
選
択
肢
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

鈴
木　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
国
民
負
担
の
制

度
で
す
が
、
現
在
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
に
積
極
的
に
取
り
組
む
地

方
と
、
電
力
需
要
の
多
い
都
市
と

が
同
じ
負
担
割
合
で
す
。
発
電
事

業
に
長
く
取
り
組
ん
で
き
た
地
方

　
基
調
講
演
で
は
、
能の

う
む
ら村

幸こ
う
き輝

さ

ん
（
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長
）
が

｢

風
力
発
電
拡
大
に
向
け
た
政
策・

課
題
に
つ
い
て｣

と
題
し
て
国
の

取
り
組
み
を
説
明
。
ま
た
、
記
念

講
演
で
は
三み

ほ

や
保
谷
明あ

き
ら

さ
ん
（
一
般

社
団
法
人
日
本
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
会
長
）
が｢

多
様
な
風
車
が

支
え
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

社
会｣

と
題
し
、
風
力
発
電
の
可

能
性
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
講
演
の
講
師
２
人
に

加
え
四し

の
へ戸

聡さ
と
し

さ
ん
（
岩
手
日
報
社

論
説
委
員
長
）
と
鈴
木
町
長
が
パ

ネ
ラ
ー
と
な
り
、牛う

し
や
ま山

泉い
ず
み

さ
ん（
学

校
法
人
足
利
大
学
名
誉
教
授
）
を

モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。｢

風
力

発
電
と
地
域
振
興｣

を
テ
ー
マ
に
、

パ
ネ
ラ
ー
が
熱
く
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。（
次
㌻
掲
載
）

　
締
め
く
く
り
に
、
觸
澤
義
美
副

町
長
が
大
会
宣
言
を
朗
読
し
、
参

加
者
は
風
力
発
電
と
共
に
発
展
す

る
地
域
づ
く
り
に
心
を
一
つ
に
し

た
ほ
か
、
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

交
流
会
で
も
熱
心
な
情
報
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
翌
16
日
に
は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
（
視
察
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
上
外
川
の
グ
リ
ー
ン

パ
ワ
ー
く
ず
ま
き
風
力
発
電
所
で
、

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
風
車
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
な
ど
を
見
学
し

た
ほ
か
、
く
ず
ま
き
ワ
イ
ン
、
畜

ふ
ん
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
な
ど

を
訪
れ
、
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
色

あ
る
取
り
組
み
に
関
心
を
寄
せ
て

い
ま
し
た
。

オープニングを飾ったバイオリン演奏
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第
21
回
全
国
風
サ
ミ
ッ
ト
in
く
ず
ま
き
（
主
催・同
実
行
委
員
会
、
会

長・鈴
木
重
男
町
長
）
は
９
月
15
日
と
16
日
、
役
場
新
庁
舎
多
目
的
ホ
ー

ル
な
ど
で
行
わ
れ
、
風
力
発
電
を
推
進
す
る
全
国
の
自
治
体
や
企
業
、
大

学
、
団
体
の
代
表
者
な
ど
約
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

に
、
よ
り
恩
恵
が
あ
る
制
度
に
な

る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

牛
山　
こ
れ
か
ら
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
振
興
を
ど
の
よ

う
に
考
え
ま
す
か
。

能
村　
発
電
事
業
は
、
土
地
開
発

や
環
境
へ
の
影
響
を
し
っ
か
り
考

え
、
事
業
者
か
ら
の
情
報
提
供
と

地
域
の
理
解
に
基
づ
く
事
業
に
し

て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

三
保
谷　
風
力
、
太
陽
光
、
小
水

力
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
の

可
能
性
を
、
地
域
や
関
係
機
関
と

合
意
形
成
し
な
が
ら
考
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

四
戸　
風
力
発
電
が
よ
り
地
域
の

多
様
な
産
業
と
結
び
つ
き
、
そ
の

仕
事
が
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
も
の
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

鈴
木　
今
後
は
、
ク
リ
ー
ン
で
安

価
な
電
力
を
地
産
地
消
し
、
都
市

部
の
企
業
を
海
外
で
は
な
く
地
方

に
シ
フ
ト
さ
せ
る
よ
う
な
仕
組
み

を
実
現
さ
せ
た
い
で
す
。
風
力
発

電
が
町
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
が

誇
る
事
業
に
な
る
よ
う
、
官
民
連

携
し
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
※
）
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ

Ｉ
Ｔ
）

　
事
業
者
が
風
力
や
太
陽
光
な
ど

で
発
電
し
た
電
力
を
、
電
力
会
社

に
固
定
価
格
で
買
い
取
る
こ
と
を

義
務
付
け
た
制
度
。
費
用
の
一
部

は
「
再
エ
ネ
賦
課
金
」
と
し
て
利

用
者
が
負
担
し
て
い
る
。

牛
山　
岩
手
日
報
で
地
域
の
取
り

組
み
を
伝
え
て
き
た
四
戸
さ
ん
は
、

講
演
を
ど
の
よ
う
に
聴
か
れ
ま
し

た
か
。

四
戸　
能
村
さ
ん
は
、
大
規
模
な

洋
上
風
力
を
推
進
す
る
国
の
方
針

を
説
明
さ
れ
、
三
保
谷
さ
ん
は
中

型
標
準
風
車
構
想
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
異
な
る
方
向
性
を
改
め
て

伺
い
た
い
で
す
。

三
保
谷　
中
型
風
車
は
、
風
力
発

電
の
技
術
を
公
開
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
の
参
入
を
図
る
構
想
で
あ

り
、
大
型
風
車
と
競
合
は
し
ま
せ

ん
。
風
力
発
電
を
み
ん
な
が
使
え

る
技
術
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

産
業
振
興
に
貢
献
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

能
村　
相
反
す
る
概
念
に
聞
こ
え

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か

す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

目
的
と
手
段
を
最
適
化
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
す
。

～風力発電の可能性と未来～～風力発電の可能性と未来～
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